
「寿都町の将来に向けた勉強会」（第１２回勉強会）開催概要 

１．日  時 2022年 10月 19日（水）18:30～21:00 

２．場  所 寿都町総合文化センターウィズコム２F会議室 

３．出 席 者 【勉強会会員】：12名 

       【ファシリテーター】：北海道大学 竹田先生 

４．タイムライン 

  ＜勉強会＞ 

    18:30～18:33 本日のアジェンダ説明 

18:33～19:12 「寿都をどんなまちにしていきたいか」をテーマとした対話（前回の続き） 

19:12～19:43 対話によって各々が抱いた寿都の将来ビジョンの発表 

19:43～19:50 休憩 

19:50～20:18 将来ビジョンを明確にするための活動アイディアについて対話 

20:18～20:42 将来ビジョンを明確にするための活動アイディアの発表 

20:42～20:50 「町民の会」発行のチラシについて（メンバーから発話） 

20:50～21:00 次回以降のすすめ方ほか 

 

５．主な内容 

 （１）「寿都をどんなまちにしていきたいか」をテーマとした対話（前回の続き） 

   ・前回議論を振り返ったうえで、前回欠席者や新参加者を中心に「対話のすすめ方イメージ」①

を議論いただき、その後「対話のすすめ方イメージ」②③を議論いただいた。 

    

 

 （２）対話によって各々が抱いた寿都の将来ビジョンの発表 

    ※前回欠席者、新メンバーを中心に発表 

   ・産業種別ごとの就業割合を把握して、弱い分野を頑張るようにするべき。寿都は第三次産業に

力を入れるべきではないか。「みんなが集まる町」になるとよい。そのためには給与水準のアッ

プが必要ではないか。 

   ・自営業の立場として、店が潤うには経済を生み出す必要があると思う。そのためには人口の増

「どんなまちにしたいか」と

いう問いをきっかけとした

思いの吐露・対話

「こんなまちだったらいいな」

の言語化

（スローガンなど）

今後の

活動のアイディア

人生経験や勉強会の活動を

踏まえた今の思いを吐き出し

てください。

※議論はまちづくり以外でも

ＯＫ。

思いを踏まえて、一人ひとり

が町の将来ビジョン（構想、

未来像）を形成してみてくだ

さい。

※町にあれが足りない、これ

が欲しいといった細かな課

題ではなく 「未来の寿都町

がどんなまちになってほし

いか」を考えてみましょう。

ビジョンを更に鮮明にするた

めの活動のアイディアを教え

てください。

（例）まちづくり先進地の視察、

まちづくり専門家の講演など

① ② ③



加が必要であり、そうなった時に「人が入ってきやすい町、受け入れられる町」となると良い。 

   ・たとえば「農業がやりたい」「漁業がやりたい」と思って寿都の外から町に入ってこようとして

も、空き家があるのに不動産屋がいなくて、現状では意欲のある人たちを就業・居住につなぐ

術がない。 

また、将来を担うのは子どもたちなのに寿都は若い芽を摘んでしまっている気がしている。本

日のような議論に子どもが加わっても良い。閉鎖的ではなく「あらゆる面でオープンな町」が

良い。 

   ・医療、福祉、産業などのカテゴリーを超えてやる気のある人材を発掘し、今ある資源を有効に

活用して外から人から呼び込めないか。「小さくてもキラリと光る町」を目指すべき。「寿都で

なければ」「寿都だから」という視点が重要ではないか。 

   ・人口が増えないことには経済が回らない。自営業の立場としてもやっぱり人が多いほうがよい。

人口を増やすには子どもや高齢者に対するサービスの充実が必要。 

たとえば週に数日でいいから診療所に専門医を配置するとか、ネットを使った買い物宅配サー

ビスなど。「人にやさしい町」になるとよい。 

 

 （３）将来ビジョンを明確にするための活動アイディアの発表 

   ・人口が増えて待機児童が増えている都市もある。道内で出生率が高くて人口増が見込める町の

取組みが知りたい。 

   ・1 次～3 次、各産業を活性化させて人口を増やすためにどうすればよいか、専門家の話を聞き

たい。加えてそれぞれの行政の取組や住民の自助努力も知りたい。 

また、寿都町自身もこれまでどのように取り組んできたのか知りたい。 

   ・我々、現役世代以上は考えることをやめてしまっている面があり、町づくりのアイディアが浮

かんでこない。将来を担う世代、子どもたちにアイディアを聞いてみたい。 

   ・町の代表である町会議員も一緒に考えるべきでは。 

また、各町内でグループを作って議論するとか、各町内からこの勉強会に代表者が参加するな

どの取組みも良いのではないか。 

   ・寿都町外から町に入ってくる人、いわゆる「よそ者」の意見、アイディア、先進的取組などを

スムーズに引き出し、それを“翻訳”して住民に伝える取組みや仕組みづくり、人づくりが必

要ではないか。もしかしたらその仕組みをこの勉強会が担っていけるのかもしれない。 

   ・未来に希望が持てて、新しい産業が生まれる町が良いと思っている。 

例えばいま世界的に求められているカーボンオフという観点から、寿都町として水素事業に打

って出てみてはどうかと考えている。福島県の浪江町だったか、水素関連の実証事業を展開し

ているようだ。 

また、同町はロボット産業に関しても先進的な取り組みをしているように聞いている。この勉

強会は地層処分事業に端を発した勉強会でもあるので、福島第一原子力発電所も含めて福島県

の関連施設の視察がしてみたい。 

 

 （４）「町民の会」発行のチラシについて 

   ・メンバーから当該チラシの記載ぶり※について「ＮＵＭＯからの回答は本当にそのような内容



だったか」との疑問が呈された。 

    ※「町の将来に向けた勉強会」でＮＵＭＯから「水冷破砕岩は調べられているわけではない」

との回答が得られた、の部分。 

   ・聞き手による解釈の違いや記憶違い等の可能性もあるため、次回以降、改めて水冷破砕岩に関

する説明の機会を設けることをＮＵＭＯからメンバーに提案し、了承を得た。 

 

 （５）次回以降のすすめ方ほか 

   ①次回以降のすすめ方について 

    ・本日メンバーから出た活動のアイディアについてサポーター（町・ＮＵＭＯ）で一旦預かっ

たうえで整理し、次回、活動を具現化できる方策を提示する。そのうえで活動の優先順位や

実施時期等について議論し具体化していく。 

   ②日本原燃(株)六ヶ所村施設等の視察について 

・かねてより要望があった六ヶ所村の視察について、以下の２日程を提案。欠席者への聞き取

りも行ったうえで全体集約し、実施に向け調整していくこととした。 

①11/12(土)～13(日)、②11/16(水)～17(木) 

・あわせて幌延深地層研究センターの追加視察についても提案（12/21(水)～22(木)）。希望者

がいれば実施の方向で調整することとした。 

③次回の日程について 

・六ヶ所村の視察日程を考慮して、11/24（木）開催を提案し、メンバーの了承を得た。 

 

 

 

以 上 

 

【写真】意見交換の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




